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〈研究報告〉

要　　旨
国内外での災害の頻発により今後ますます様々な災害に対応できる看護師を育成することが重

要な課題となってくると考える。「災害看護学（講義・演習）」では、災害の基本的知識・看護の

役割、トリアージ（対象者のフィジカルアセスメントから優先度を決定していく）、ゾーニング、

Heartsaver AED、「災害看護学実習」では、エマルゴトレーニングシステム、集団災害訓練など

を取り入れている。そこで、今回災害看護学実習にエマルゴトレーニングシステム、集団災害訓

練を導入した学習成果を明らかにすることを目的として、看護学部 4 年生 62 名に自記式質問紙

調査を行った。

その結果、「災害救護活動のイメージ化の程度」が高いほど「組織間の情報伝達と連携・救護

活動」、「トリアージプロセス」、「役割行動を起こす自信」が有意に高かった。これらの結果より、

エマルゴトレーニングシステム、集団災害訓練の導入は、実際の災害を通した訓練の実施・評価

に至る経験型実習教育につながったと考える。
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Ⅰ　緒言 

国内外での災害の頻発、2011 年 3 月 11

日には、東日本大震災が起き、これまで以上

に災害医療・看護への期待・必要性が高まっ

てくると考えられる。また、長崎県はこれま

でに原爆、雲仙・普賢岳噴火災害などを経験

しており、離島も多いことなどを考えると今

後ますます様々な災害に対応できる看護師を
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育成することが重要な課題となってくると考

える。

そのためには、看護基礎教育のカリキュラ

ムモデル 1）（21 世紀 COE プログラムの教育・

訓練方法の開発プロジェクト）にあるように、

【1.　災害の基本的知識と災害の看護の役割

について学ぶ】【2.　災害への備え、災害の

時期に応じて看護としてどのような活動が必

要であるかを学ぶ】【3.　災害時に特徴的な

トリアージ技術を学び、災害時の個人・集団

の健康ニーズ上の課題を探索する】【4.　学

習してきた知識・技術の特定の状況下での活

用について学ぶ】ことができるような教育が

必要となる。

しかし、現在多くの大学においてもどのよ

うに災害看護を教授するかが課題となってお

り、授業内容や時間、展開方法、教材などに

苦慮されている。

本学部は災害医療の拠点である長崎医療

センターの敷地内にあり、災害医療専門の医

師・看護師などの支援を受けることが可能な

環境である。そこで、「災害看護学（必修 1

単位　30 時間）」だけでなく「災害看護学実

習（選択　1 単位　45 時間）」をも科目設置

し、看護基礎教育における災害看護学の充実

に向けたカリキュラムとして、上記の 1. ～

4. を念頭におき「災害看護学（講義・演習）」

では、災害の基本的知識・看護の役割、トリ

アージ、ゾーニング、AHA(American Heart 

Association) Heartsaver AED、「災害看護学

実習」では、エマルゴトレーニングシステム、

集団災害訓練を取り入れている。

島津ら 2）が、エマルゴトレーニングシス

テムを使用した訓練を行うことで、災害医療

の重要性をアピールでき災害救護活動のイ

メージにつながったと報告しているようにエ

マルゴトレーニングシステムを使用した訓練

を行うことで、組織間の情報伝達と連携、救

護活動全体像の把握、時間制限の中での救護

活動、トリアージ（対象者のフィジカルアセ

スメントから優先度を決定していく）プロセ

スなどが確認できるとともに災害救護活動の

イメージ化につながるのではないかと考えら

れる。

また、エマルゴトレーニングシステムによ

り災害救護活動のイメージ化ができた後に、

集団災害訓練に参加することにより実際の災

害を想定した訓練の実施・評価に至る経験型

実習教育に繋がると考えられる。

さらに、このような教育内容の充実により

様々な災害に対応できる看護師育成に繋がる

と思われる。

以上のようなことから、今回我々は、エマ

ルゴトレーニングシステム、集団災害訓練を

導入した学習成果を明らかにすることを目的

とした。

Ⅱ　用語の定義
１）エマルゴトレーニングシステム

　　大事故や災害時に人命救助に携わる個人

や機関を対象として、各々の対応能力の向

上を図るべく、過去に起きた災害の分析や

検証、現在の対応マニュアルの確認、想定

したシナリオと設定に基づき机上の訓練な

ど、様々な角度からシミュレーションを行

うことである。

２）経験型実習教育

　　学生が患者やその家族、医療従事者との

かかわりという直接的経験（感覚的接触を

特徴とする。経験はまだ洗練されておらず、

様々な物事が渾然一体となっている状態）

を繰り返しながら学んでいくというプロセ

スを援助していく教育方法である 3）。



− 35 −

　

Ⅲ．方法
１）対象者

災害看護学の講義・演習を履修した本学 4

年生 71 名の中で災害看護学実習を選択した

62 名の学生を対象とした。災害看護学実習

は、1 単位 15 時間の実習であり、主な内容

としては、第 1 日目　エマルゴシミュレー

ション、第 2 日目　実習施設の免震構造見学

及び災害時の体制に関するオリエンテーショ

ン・集団災害訓練時の評価表作成、第 3 日

目　集団災害訓練、第 4 日目　合同カンファ

レンスであった。

なお、選択したすべての学生が欠席もなく

実習の全日程を終了した。

２）調査方法

自記式質問紙調査は、災害看護学実習第 4

日目終了後の 2013 年 7 月 27 日に実施した。

３）調査項目

質問紙調査項目は大きく分けて、『災害看

護への興味・関心の程度』、『組織間の情報伝

達と連携・救護活動』、『トリアージプロセス』、

『災害救護活動のイメージ化の程度』、『役割

行動を起こす自信』、『災害看護学実習を学ぶ

前後の変化について感じたこと・気づいたこ

と』の 6 領域である。

（1）『災害看護への興味・関心の程度』は、

「1. 全くない」～「5. とてもよくある」の

5 件法で測定した。

（2）『組織間の情報伝達と連携・救護活動』は、

「集団災害訓練における指揮命令系統につ

いて理解できていますか」「災害発生時の

各部門における対応について理解できてい

ますか」など 8 項目を「1. 全く理解でき

ていない」～「5. とても理解できている」

の 5 件法で測定した。

（3）『トリアージ』は、「トリアージについて

理解できていますか」「トリアージタッグ

の運用について理解できていますか」など

4 項目を「1. 全く理解できていない」～

「5. とても理解できている」の 5 件法で測

定した。

（4）『災害救護活動のイメージ化の程度』は、

「1. 全くできなかった」～「5. とてもできた」

の 5 件法で測定した。

（5）『役割行動を起こす自信』は、「災害が

起こった時、役割行動を起こす自信はあり

ますか」を「1. 全くない」～「5. とても

よくある」の 5 件法で測定した。さらに、

役割を果たす上で気がかりなことを知識不

足、技術不足、自分の体力、自分の心理状態、

その他の中から選択する方法で測定した。

（6）『災害看護学実習を学ぶ前後の変化につ

いて感じたこと・気づいたこと』は、自由

記載とした。

４）分析方法

記述統計、各変数間の相関分析には、ピア

ソンの相関係数の検定を用いた。 有意水準

は、５％とした。なお、分析ソフトは、SPSS 

Windows 19.0J を使用した。

５）倫理的配慮

対象者に研究の趣旨および方法、研究参加

の任意性や参加の有無は学業成績と一切関係

なく、不利益を被らないことを説明した。ま

た、調査票は無記名とし、結果は匿名番号化

して統計処理を行うため個人の特定ができな

いこと、研究成果について公表すること、研

究以外の目的では使用しないことを文書およ

び口頭で説明。さらに、本学の倫理委員会の

承諾を得た上で実施した。

Ⅳ　結果 

本学 4 年生で災害看護学実習を選択した

学生に調査協力を依頼し 62 名のうち 58 名

（回答率 93.5％）から回答が得られた。

１．調査項目別の記述統計結果



− 36 −

　

 
 

 
 
図 1 組織間の情報伝達と連携、救護活動に関する理解の程度（N=58） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
図 2 トリアージプロセスにに関する理解の程度（N=58） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1　組織間の情報伝達と連携、救護活動に関する理解の程度（N=58）

図 2　トリアージプロセスにに関する理解の程度（N=58）

１）災害看護への興味・関心の程度について

災害看護への興味・関心は、58 名中 55 名

（94.8％）が「４．ある」～「５．とてもある」

であった。

２）組織間の情報伝達と連携・救護活動に関

する理解の程度（図１参照）

集団災害訓練における指揮命令系統や災

害発生時の各部署の対応、看護部の対応など

8 項目においては、図 1 に示すように「４．

ほぼ理解できている」～「５．とても理解で

きている」が１．集団災害訓練における指

揮命令系統については 79.3％、２．災害発

生時の各部門における対応について 77.6％、

３．災害発生時の看護部の対応について

72.4％、４．災害対策本部への報告事項に

ついて 70.7％、５．患者避難誘導について

60.4％、６．被災者の受け入れ時の流れにつ

いて 86.2％、７．想定された災害現場の状

況や救助活動の全体像について 79.3％、８．

救助隊や救急隊などと連携し、安全を確保し

た医療活動の展開について 77.6％であった。

３）トリアージプロセスに関する理解の程度

（図 2 参照）

トリアージ、トリアージタッグの運用、ト

リアージ後の患者の流れについては、図 2 に

示すように１．トリアージ、２．トリアージ

タッグの運用、３．トリアージ後の患者の流

れについては、80％以上の学生が「４．ほ
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表 1 各変数間の相関について（N=58） 
 
 興味関心 組織連携 トリアージ

プロセス 
災害救護活動

のイメージ化 
役割行動を起

こす自信 

興味関心 
 

1 0.329＊ 0.312＊ 0.485＊＊＊ 0.311＊ 

組織連携 
 

 1 0.737＊＊＊ 0.483＊＊＊ 0.400＊＊ 

トリアージ

プロセス 
  1 0.498＊＊＊ 0.388＊＊ 

災害救護活

動のイメー

ジ化 

   1 0.355＊＊ 

役割行動を

起こす自信 
    1 

＊ｐ＜0.05 ＊＊ｐ＜0.01 ＊＊＊ｐ＜0.001 ピアソンの相関係数 
 
 
 
 
 
 

表 1　各変数間の相関について（N=58）

ぼ理解できている」～「５．とても理解でき

ている」であった。

一方、「処置後の搬送の順位をトリアージ

タッグに沿って決定できますか」については、

「３．どちらともいえない」が 15 名（25.9％）、

「４．ほぼ理解できている」が 29 名（50％）、

「５．とても理解できている」が10名（17.2％）

であった。

４）災害救護活動のイメージ化の程度

災害救護活動のイメージ化については、

「４．ほぼ理解できている」が 25 名（43.1％）、

「５．とても理解できている」が31名（53.4％）

と 96.5％がイメージできていた。

５）役割行動を起こす自信

災害が起こった時、役割行動を起こす自信

については、「２．あまり自信がない」が 7

名（12.1％）、「３．どちらともいえない」が

30 名（51.7％）、「４．自信がある」が 20

名（34.5％）、「５．とても自信がある」が 1

名（1.7％）であった。

役割を起こす上で気がかりなこととして

は、「知識不足」が 44 名（75.9％）、「技術不足」

が 48 名（82.8％）、「体力」が 12 名（20.7％）、

「自分の心理状態」が12名（20.7％）であった。

６）災害看護学実習を学ぶ前後の変化につい

て感じたこと・気づいたこと

自由記載の結果、「エマルゴトレーニング

システムで、災害時の救援活動のイメージを

して災害訓練で実際に動いてみるという流れ

は、理解しやすくて良かった。」、「災害看護

実習は被災したことがない人にとっては、実

体験に乏しいため、実際に被災地に行った

り、災害訓練を行うことで災害への意識付け

が深まった。」、「エマルゴトレーニングシス

テムを行ったうえで、病棟の災害訓練に参加

して、各部署がどのような動きを行っている

か、というところがわかりやすかった。」、「体

験を通して、具体的な体験だったこともあり、

とても理解しやすくつながりやすい実習でし

た。」との意見があった。

２．各変数間の相関について（表 1 参照）

「災害看護への興味・関心の程度」と「組

織間の情報伝達と連携・救護活動」（r ＝

0.329、ｐ＜ 0.05）、「トリアージプロセス」（r

＝ 0.312、ｐ＜ 0.05）、「災害救護活動のイメー
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ジ化の程度」（r ＝ 0.485、ｐ＜ 0.001）、「役

割行動を起こす自信」（r ＝ 0.311、ｐ＜ 0.05）

との間に正の相関が認められた。また、「災

害救護活動のイメージ化の程度」と「組織間

の情報伝達と連携・救護活動」（r ＝ 0.483、

ｐ＜ 0.001）、「トリアージプロセス」（r ＝

0.498、ｐ＜ 0.001）、「役割行動を起こす自信」

（r ＝ 0.355、ｐ＜ 0.01）の間に正の相関が

認められた。さらに、「組織間の情報伝達と

連携・救護活動」と「トリアージプロセス」は、

r ＝ 0.737（p ＜ 0.001）と強い正の相関が

認められた。

Ⅴ　考察
今回の結果から、「災害看護への興味・関

心の程度」が高いほど、「組織間の情報伝達

と連携・救護活動」、「トリアージプロセス」、

「災害救護活動のイメージ化の程度」、「役割

行動を起こす自信」が有意に高いことが明ら

かとなった。今回の結果では、実習前と実習

後の比較を行っていないため、災害看護学実

習のみの効果としては断定することができな

いと考える。つまり、94.8％の学生が災害看

護への興味・関心の程度とても高かったこと

からもこれまでの学習の積み重ねや災害看護

学として学んだことなどが結果に影響してい

ることも考えられる。この点に関しては、今

後実習前と実習後の比較を行い明らかにした

いと考える。

しかし、島津ら 2）は、エマルゴトレーニ

ングシステムを使用した訓練を行うことで、

災害救護活動のイメージにつながったと報告

しているように今回我々の研究においても、

同様の結果が得られた。また、Gibbs5）は、

経験型学習が成立するための要件として、学

習者が能動的に学ぶ「主体性」（自発性の保

証）、「批判的視点」での振り返り、経験への

探索と学びのプロセスへの「積極的なかかわ

り」、学習者のある程度の「独立性」、学びの

構造を踏まえた「計画性」の担保、そして学

習者が「充実感」をもてる条件の整備、経験

型学習の各段階に応じた「教授方法の工夫」

をあげている。今回の実習では、まずエマル

ゴトレーニングの中でシナリオに基づき様々

な角度からシミュレーションを行うことで、

災害活動のイメージ化を図ることができた。

その上で集団災害訓練に参加し、実際の現場

と連動しながら組織間の情報伝達と連携、救

護活動全体像の把握、時間制限がある中での

救護活動、トリアージプロセスなどを看護師

と同行もしくは被災者役・評価者役として体

験することができた。これらの経験型実習教

育を行うことができたことが災害救護活動の

イメージ化、ひいては災害時に役割行動を起

こす自信の程度につながったのではないか考

える。

一方、前述のようなエマルゴトレーニング

システムや集団災害訓練を災害看護学の中に

導入することはスタッフ（インストラクター

やファシリテーター）の役割が大きく、ス

タッフには種々の災害想定での訓練とそのポ

イントとなる問題点の把握とともに、学生の

レベルを即座にとらえられる能力も求められ

る 4）。今回、エマルゴトレーニングシステム

を行うにあたり、救急医療の第一線で活躍さ

れている医師や救急救命士、認定看護師の指

導を直接受けることができたことが教育の成

果につながったと考えられる。

学生自身が災害看護学実習を学ぶ前後の変

化について感じたこと・気づいたこととして、

「災害訓練での救護活動の実体験」や「エ

マルゴトレーニングシステムによる組織間の

情報伝達と連携」「災害救護活動のイメージ

化」などが挙げられており、学生にとって臨

場感の伴う学習の場が確保できたのではない

かと考える。松本ら 6）は、教育方法としては、
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実践に繋がる能力育成のための災害時の具体

的活動内容をシミュレーションするなど、災

害時の状況をイメージできるような視聴覚教

材や実際の活動経験者の話から、専門職とし

ても一般市民の立場としても、当事者として

の対応を考える科目、実習の工夫が必要であ

ると述べている。

つまり、災害看護への興味・関心を高め

るような学習の動機づけ、実習の工夫を行っ

ていくことがその後の学習につながると考え

る。役割行動を起こす自信については、「あ

まり自信がない」、「どちらともいえない」と

答えた学生が 37 名（63.8％）であり、気が

かりなこととして 7 割以上の学生が「知識

不足」や「技術不足」を挙げていたことから

も今後の講義・演習・実習の連動を図ってい

く必要があると考える。

Ⅵ　結論
自然災害が国内外で頻発する中、災害時に

迅速に対応できる看護師を育成することは重

要な課題の一つである。

今回我々は、災害看護学実習の中にエマ

ルゴトレーニングシステムとして災害救護活

動のイメージ化ができた後に、集団災害訓練

への参加を導入することにより「災害看護へ

の興味・関心の程度」や「災害救護活動のイ

メージ化の程度」を高めることができた。ま

た、災害看護への興味・関心を高め、災害救

護活動のイメージ化を図ることが、ひいては

「組織間の情報伝達と連携・救護活動」、「ト

リアージプロセス」の理解の程度を高める教

育につながる教育成果を明らかにすることが

できた。
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Learning outcomes of disaster education using the Emergo Training 
System and team disaster training for senior nursing students

Abstract

Nurses are essential members of disaster response teams.  With increasing numbers 

of disasters throughout the world, it is important that disaster education is incorporated 

into the nursing curriculums for nursing students.  

In our nursing curriculum, the disaster nursing course includes lectures and 

demonstrations related to the basic knowledge of disaster nursing including the role of 

the nurse, triage, and zoning.  The Emergo-Training System and disaster team training 

with staff from fire stations are utilized as part of the basic disaster course.

To assess the effectiveness of the disaster education with this training, 64 senior 

nursing students completed a six-part questionnaire after completing the disaster 

course. The results of the assessment demonstrated significantly higher scores in some 

categories post education. The students' evaluation of the disaster course indicated that 

the training was significantly effective and that the students were able to learn from 

their experience and meet the course objectives.

Key words：Disaster Nursing,  Emergo-Training System,  Disaster team training, 

　　　　　Experiential learning


